
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し郷土を愛するモラルの高い児童生徒の育成に取組むための実施計画を作成しまし

たので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  令和２年５月１９日 

学校名  福井市社中学校    

校長氏名  岩本 明裕      

 

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 社中学校区の美化活動を行います。 

② 節電・節水を呼びかけ、一人一人が積極的に実行します。 

③ 地域と連携し、資源回収、リサイクルにつとめます。 

２ 取組内容 

① 美化活動 

   ・地域の方と共にボランティアで地域のクリーン作戦を行います。 

   ・校内のゴミの削減・分別につとめます。 

  ② 節電・節水 

・校内の電気スイッチの「節電シール」を活用しながら、節電を呼びかけます。 

・水の出しっぱなしをしないなど、節水を呼びかけます。 

  ③ 資源回収 

   ・古紙、ダンボール等の回収を PTAや地域と連携して実施します。 

   ・卒業生に制服や体操服等のリサイクルを呼びかけています。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載してください。） 

③の資源回収では自治会ごとに参加します。生徒は縦割り班で行動し、地区の方と共に活動します。自

分の生まれ育った地域の方と共に地域の一員として働く意識を持たせます。 

（協力・参加） 



様式第２号                                                   （提出日）令和３年２月１７日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名  

社中学校 

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 社中学校区の美化活動を行います。 

② 節電・節水を呼びかけ、一人一人が積極的に実行します。 

③ 地域と連携し、資源回収、リサイクルに努めます。 

２ 取組内容 

 今年度は、2年生の総合的な学習の時間の内容として、国際学習「世界と共に生きる」を
行った。その中で、ＳＤＧｓ(持続可能な開発目標)を取り上げ、世界の開発途上国や日本が

抱える諸問題から、自分たち中学生にもできる具体的な行動について考えた。クラスごとに
「私たちのＳＤＧｓ宣言！」を行い、実践をした。また、有志の生徒を募集して「ＳＤＧｓ
啓発動画」を作成し、節電、節水、省エネルギーについて全校生徒に呼びかけた。さらに、
学習のまとめとして、福井市役所環境政策課や社北公民館等から来賓の方を招き、学習成果
発表会を行い高評を受けた。 
 
①裏紙の再利用で、資源の有効活用を目指す取り組み 
 学校で１年間に使用しているコピー用紙の枚数を計算し、ミスプリントを自習用のノート
として再利用することで、資源を有効活用するよう呼びかけた。 
②プラスチックゴミ分別ボックスの設置 
 燃える・燃えないゴミに加え、「プラスチックゴミ」の回収箱を設置し、分別の意識向上
を図った。 
③食べ残しゼロでフードロスをなくす取り組み（給食委員会と連携して） 

 学校で 1日あたりの残食量を計算し、食べ残しをなくすことができるよう呼びかけを行っ
た。また、給食委員会の取り組みとして「残食チェック」を実施し、全校生徒への呼びかけ
も行った。 

 

 

 

 

 

 

 
 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

 世界各国や日本で起きている問題や諸課題から、徐々に自分たちの身近な生活へとリフレ
ーミングしながら学習を構成することで、環境問題やエネルギー問題などを自分事として捉
え、行動変容へつなげることができた。また、学んだことを内外へ発信していく場を設定す
ることで、地域の様々な方々とのつながりの中で学びを深めることができた。 

３ 

見
直
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 【具体的効果】 

 生徒のふり返りの中には、以下のような記述が見られた。 
・世界が一丸となって環境問題や貧困の問題に一生懸命取り組んでいると知ったら、
「自分にも何かできることはないか」と考えることができた。 

裏紙再利用の取り組み プラゴミ回収ボックス 学習成果発表会で、地球温暖化について説明するグループ 



 

 

・「世界と共に生きる」なんて、最初聞いたときは「飾りすぎだろう」と思っていた
けれど、本当に僕たちの行動が変われば、企業・国・世界が変わっていくというこ
とに気づいた。 

学校生活における様々な面で、環境、エネルギー、フードロスの問題に関心を持って

取り組もうとする意識の高まりが感じられた。 

【改善点】 

・2学年だけの取り組みに終わらせることなく、学校全体や地域へ生徒の学びがより
浸透していくような工夫が必要だった。 

・生徒会活動と連携させ、より全体を巻き込んだ形で生徒の意識向上をより推し進め
る工夫が必要だった。 


